





































































































〔（1) 大圏寺、（2) 清光寺、（3) 普賢寺、（4) 高麗寺、（5) 民衆仏教観音寺、（6）仏智禅寺〕
その他曹渓宗寺院で東京に明月寺（北区田端）、弘法院（文京区）、下関に光明寺がある。
2.総連系寺；朝鮮総連の傘下にある在日本朝鮮仏教徒連盟に加盟している寺。


























































































































1月3日厄除祈祷、旧7月7日七星禁、旧1月 写真4 高麗 1寺
15日、 7月15日龍宮滝賛、その他水子地蔵供養、御灯明祈講を行う。
山中の別天地にあるが交通不便。
（調査：飯田、’87 5 /18) 
(5）民衆仏教観音寺
写真5 民衆仏教観音寺 写真6 民衆仏教観音寺泰仏式に集う人々






































































































（調査：秋庭、’88 12/ 1) 
在日韓国・朝鮮人社会における仏教および民俗宗教寺院の諸形態 - 73ー
旧）浄光寺








（調査：寺岡、’88 12/ 9) 
(14) 高福寺
［金峰山修験本宗金如好（女性） 韓国籍生野区桃谷 2 6 18] 


























































在日韓国・朝鮮人社会における仏教および民俗宗教寺院の諸形態 - 75 
「仕事を一緒にするのは、石切霊岩寺の位の高い坊さん、浄光寺(13）のスニム、梁ポサル（大池
橋）、チョカギシンパン（大成通り）、玄宝倍シンパンなど。」
（調査：飯田、’88 12/ 2) 
(17）禅法寺
［曹渓宗韓公和（法名禅法華、公照、女性） 生野区中川


























































































（調査：寺岡、’89 1 /13) 
(21) 妙教寺























































































































































（調査：飯田、’88 12/ 9) 
（泊）天尊の家

































（調査：飯田、’89 2 I 3) 
5. 日本仏教系寺院；非修験系で日本の伝統仏教寺院を在日が住職として継承したもの。
(35）国分寺



































































年中行事は、 1月15日：海の神を拝む、 150組くらい来る。旧の6月7日、 8日は夜通しで海の神
を拝む、 200組くらい。 7月7日：七星の日。 11月7、8日も海の神を拝む。
ここへ来るポサム、スニム、シンパンは40～50人位いる。
［創立］ あちこちの川べりで在日の人々が祈祷を始めたのは、大正13～4年噴から。しだいに便
利の良いここ桜の宮に集まるようになった。戦後になってバラックを建てて拝み屋が住みついた。
この人が初代。二代目もシンパンで清浦という人。三代田は現経営者高田氏の父（在日）で寄せ場
をやるため権利を買い取った。
ここは河川敷で占拠状態が続いていることになる。先代は橋をかけたり、土地を上げたりして投
資してきた。大阪府から立ち退きと代替地提供の話が何度もきたが条件が折り合わない。韓国人の
宗教の場を無くすわけにはゆかない、と高田氏はいう。
（調査：飯田、’89 2 /12、『生駒の神々」参照）
